






胆道閉鎖症の診断の第一のステップは,閉塞性黄疽の存在をチェックすることである｡現在

本症のマススクリーニングの手段として血中胆汁酸の測定と尿中ビリルビンの検出が提案

されている｡ある検査法がマススクリーニングの手段となるためには,False negative が無

視し得る頻度で,False positive が比較的少いことが必要である｡そこで胆道閉鎖症を主と

する閉塞性黄疽を示す疾患において,血中胆汁酸(グリココール酸〕と尿中ビリルビンを血

清総ビリルビンと共に測定し,その相互関係から,閉塞性黄疸の診断における両検査法の有

用性について検討した｡ 


